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今年の夏休みは台風の影響で少し延長され、９月２日（月）に前期後半がスタートしました。一
人の欠席もなく５２名全員の元気な笑顔でスタート切れたことがとてもうれしく思います。９月後
半とは思えないほどの残暑の中、子ども達は元気にがんばっています。前期後半も、よろしくお願
いします。

夏休後の集会の時に、私から「あいさつは何のため
にするのだろう？」と投げかけ、子ども達と一緒に考
えてみました。子ども達からは、右のような意見が出
されました。まとめると「自分と相手の心が元気にな
る」と子ども達はあいさつを捉えているようでした。
そこで、「心をつなぐあいさつにはどんなものがある
のだろう？」と投げると「おはよう、こんにちは、こ
んばんは、さようなら…」等が出される中、「がんば
れ、気を付けて、だいじょうぶ、ありがとう」等も出
されました。素晴らしい発想ですね。１０分程度と短
い時間しかなく、話を深めるところまではいきません
でしたが、「海東小の日本一のあいさつ」の姿が少し
ずつ見えてきたように思います。
集会後の感想発表で、「あいさつに、がんばれとかありがとう等が入るとは思っていませんでし

た」との声が聞かれました。「自分と相手の心が元気になるあいさつ」が広がっていくことを期待
しています。

９月１７日（火）の業間に９月のみんミンタイム（代表
委員会）が行われました。６年生からの提案で「あいさつ
の返事」について、すくすく元気委員会の進行で話し合い
ました。内容を簡単に紹介します。
まず、どんなあいさつの返事をしたらいいか登校班ごと

に話し合い、全体で意見を出し合いました。

その後、登校班ごとに朝の登校時の地域の方へのあいさつの返事について目標を設定し、各班ご
とに練習に取り組みました。朝の登校の時には、「おはようございます」のみしか返事していなか
ったためか、職員の「いってらっしゃい」の声掛けに、「いってきます」がスムーズにできない班
もありましたが、練習を重ねていくうちに元気な大きい声になってきました。次の日の朝から、「お
はようごさいます」に加えて「いってきます」のあいさつの声が少しずつ聞こえるようになってき
ました。地域の方にも「心が元気になるあいさつ」が広がることを願っています。

○あいさつは、なんのためにするの？

・相手も自分も、気持ちがよくなる
・今日もがんばろうと思う
・うれしくなる、笑顔になる
・心がかわる、元気になる
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○あいさつの返しの言葉
・いってきます ・おはようございます
・ただいま ・ありがとうございます
・はい、がんばります 等

○気をつけること
・元気に、笑顔で伝える ・感謝の気持ちをもって
・相手の目を見て ・先にあいさつをする
・やさしい、はっきりした声で 等

○猪が昼間、通学路付近にも出てきているそうです。学校でも気を付けるよう指導しますが、
家庭でも声かけをお願いします。（何かお気づきがありましたら、学校までお知らせ下さい）

○地域にも、学校の様子を知らせてほしいとの声がありましたので、地域の回覧板に学校便り
や PTA新聞を入れさせていただきます。

○海東小１５０周年を迎えます。来年度に向けて、準備を始めることになりました。これから
地域で準備委員会等の組織がつくられ、取組が始まると思います。ご協力お願いします。


